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大PZdi大家政学部配要 {住際学4)1.'l!明 一回 一

装 飾技法の研究

( I )一一象牙彫につい てーー

辻合喜 代太郎

家具，調JJt品.~主の他の工芸品の装飾技法のーとしての~~牙彫法は古来から東洋(中国，日本)に
(1) 

於ても発展したー技法である。この稿では晋洋中世から近世に至る作品について:民の技法，表現につ

いて考寂したものである。

先す=遺例から考察すると象牙l粉乍品の最古且つ附乍の一つは紀元六世紀頃のi1H乍である現者ERev-
(2 > 

ennaのMetropolitan教会にある Maxcminianの精子である。 これには凡て象牙の苓板で逝厳され

人像を主題として彫られた坐周;の下方と正耐の高処にある五例の Panelがそれである。脚と背而iに

は動物や花総叉は人像を彫った象牙の卒板を級め.正luiには{鈎疋の単身f象を飾っている。その表現は
(3) 

何れも鋭利に彫られたRoman田 que的様式で頗る美しく作られている。 象牙!彫の秀でた作品は古代

Rome の二連象牙板 (Diptychs) 叉は三連象牙板であ~. “Cosulare“の名称で Rome帝国時代に

完成されたものがある。元来.これらの ConsuJarDiytychsは木材叉は象牙を紫材とし.その一方

を折 ~tとたまれた平板で蝶祢で連結しているn その外側の荻耐には総替像，中央部にその地方の領主

の肖像を!彫っている。 これは携帯J1Jにも珍煎されたから・Pugillaraes，ともよびi仰と一地方の有権力

叉は総督のm要な所持品の一つである。
Rome 帝国の命によ b議統、教が同教として公認されて以来，その Pigil1aresは Diptychか Tri-

ptychの形式として人Aは各地方の教会の僧正に贈bその親者と後援者でめることを明示する円的に
【4>

色14!}JJした。それらは一般倒fが祈轄するためや命倣する教会の繋宜上Jζ普通安位されることになっ

ていた。 この風習は主主h Diptychと Tripychの製作を阪んならしめた原閃となり， その玖!尚比

毛幹事事.の装飾のl司的であると共に内耐の卒板には通例新しく洗礼を受りた教徒や教会の保護者及び問ー

のj¥':ii乱拘教徒の姓名をもs記載した。 この使加は後lltの紫験しい描画と基督教会のための Tripych

の彫刻を施したものを康問せしめる契機を作ったのである"

込書幸子教が Rome人によって迫符されていた期聞に.無数の Tripychesは Greek工人の手で主に

象牙彫として作られた。 それには欝徒や神聖な人々の代表者を内而に描写心又1.!1~像として表現した。

その多くのものは携帯別又は按担川として使mされ，人んは泌符J裡にその前で祈必するためである。
従って大きさ も携帯)1jに越した大きさとな b例入の妥や礼奔堂内にも安置し?と。これが後世の知要な

対Ml!となっている。

11-121lt紀に於いて象牙彫は共のJIJ詮を異にして Byzantine彫刻と共に同時代の天井や壁画の
( 5> 

Mosaic とは臭った装飾技法として厳粛な簡潔純正な特性をもって歓迎された。その表現された像は

長大であ ~ .その衣服の表現が~<角張 b後世に於て;肢 も角ばった法塊の如き形式にまで発展した。

他方.13-jlt紀に於ては仏国では象牙彫はRheimsChartrs. Amiensの寺院の人像彫刻として景色完
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全な形式にまで成長し~Cの極盛期を現HIせしめ独創l的な一波が拾顕したこ とも罰過し1'Jない事実であ
【6)
る。

本来，象牙-彫は小形の桔腎な表現を其の本来の使命としていたことから中世紀にはそのE統的表現

ともいうぺき技法が仏国に於て発展しているn その代ぷ作品はRouvreにある ト身女の献冠式ーと回

したものであるの即ちこの作品には恭督像は次伎を粧いPhilip三秋即ちSt，Louisの息子としての容

貌を表わし.W-'女の形相は即ち其の女王Lorraneand Brabantの91爵であるHenry三世の娘として

人格化されている。 この例は紀元1274年頃のものであ !:J.この時代の仏国象ヨrI彫の長も秀れた作品と

いえる。 色彩と叢かな装飾は中世紀の彫刻にも騒々 Jt!.られた。而してこの例は極めて浩形的効果を示

した作品といえる。即ち同様な技法は中世紀の多くの慈風商像にも共の技法の経路を発見するので
【7)

める。 古代の Diptichの二三の例はこ耐.の背長をもち. 仰は色彩を施しEつ鍍金されている。 渚色

叉は鍍金された浮彫は独国.イム固に普通に行われ現夜に於ても Rome.Greek教会の倣に見受りら

れる。一世的に併の衣装の色調は鮮麗な真紅，紺と白色地に金.銀にて描いた鳶尾花，豊Mな地文と

して格傍で~\めている。 f争の描写は中世紀の特質的な形式を示し之れと同趣のものは15ttt紀の仏国の

写本に見られる。

象;!1:彫の卒板や Diptychを観燃するに第1図の例は既有の概念では古代の

象牙彫として最も秀れたものと考えられる。その構図は少女を侍ぺらした女性を

描きその優軟な袈を零下した衣装を巧妙に間列して洗練されたものでめる。 彼女

は習境上に立ち神に似l物 を持けよラとしているのである。 Panelの左右脇を内

めている果実や花総は生き生きとした感情に海れ特に Greekの特性をもっ境界

線でその周問を開緯しているの この本:阪に関係した他の三ドク〉は仏国の Montier-

-en-Derの古井底で発凡されその大φは破損している。而して作品の残怖には抑

壇上.に立つ女性像を示し燃えさかる鯵火を手にした状を表現している。 これはやJ

れも線的に鏡〈彫られいるのがその牛竹生でゐる。 この著名な平板は72x5吋大で

ある点から推して大規艇な教会又は Chi1deric時代の Romeから診って来たも

のであろラ。多分，現遺物和の戸を形成していたものと推定される。今円之等の作品は6ー 7世紀の

Romeのものよ b早期のものと考えられ. Greekの作家によって完成されたものと考えたい。

他にLondon.Lipe伊 01の博物館には多数の Consular.Diptyehの遺物があるn 紀元部O年の比

較的初期に属したものから弘似手頃の後期に属するものもあるのRomeの総将は殆んどl(削年間継続

しftn Constantinople の総替は紀元臼1年の Basi1insで Romeの最後の総幸子は紀元536年の

Paulinusである。之等の聞のill物の牝(4;なものは16x6 叶大の~~河:の7:p:・7依でめる。 恐らくこれはj両

大のものと考えられ， その象i月1板には一方の乎で地球を文持じ他1'-にて長杖を持った大天使像;b'J~jj ら

れている。その像はCorinth式の杭で支持されたjlJj..t下の附段に立っている。その-衣現は舵爪なも

ので技法も叉秀でている。(第2図〉 これらと|吋時代か叉は発千先行レた時代の作品に極めて美し〈

均斉的に水平分割された意匠のものである。 この意匠の形式は多分金属の作品から模写された志ので

あることを時示している。

既に述べた如く Tripythは書官壌の主主子上又は背聞に使))1されたが放にその役円を来たした後は自

由に蓮織するこ とが可能である。然し後には搾穫に問5さした形式とな!:J'Retabl田， 叉は‘Reredos回，
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と化した。それには彫刻や色形を賦与したbしたのでめる。

世俗的なま布と日常生活の門的のための志のとして中lIt紀に於ては象牙彫は舎締表紙.化粧JIj楓

鏡材1， f']侃 IJ、刀柄， 剣.知刀の把手.，小箱，金庫の外耐に.叉化粧~I， 術正の

椴悌 (筋怯)，込を軒~f!象. 十字架の如き宗教的儀式川のものにまで応川し. 後に

は牧師の杖の後怖として利JIJされた、然し牧師の象牙の杖はあまb普通的のもの

ではな く例は僅かに13秋紀に属したもののみ存している。 更に，Mr， Mbsl<ell 

が英国製と断定レた宵い牧師の杖は其の装飾が交錯し1た脊・|雫な奇的した什製の志

ので恰も蛇状を呈しているものでめる内

14ilt紀に宅って象づrJ形は極めて社会一般から要求され.その時代にヂM乍された

イ乍品も多〈遣されているが一般に共の技法は美麗でめ 1)， JIH主としては狩獄刷の

f'J簡がその一つで，之れは賞金にてカ11飾レ?と色のさえあるの 11，1;・ 2図

涜彫法をwった象~O彫は極めて精巧な美的な表現であ り，共の例は大形の平板である。 この作品は

1411t紀頃の朝長下に人僚を揃いたものと伺一理念の構図を色ち整頓された配置の人像は特に注目に値

する内

手;に象牙彫作家として公'.f，な人は古代に於てはさをく見問し得ないが中杭代以降に至って明白に知ら

れるの 即ち JeanLebrae1Jierは仏間 CharlesV頃の作家であ り，Jehan Nicolleは大英惇物館に

あるf;(~ .!rJL1~:H'・lの・持名に よ っ て1JfJ'実に~:II られる人であ 1)，ーl与の技法も正時に人似を表現ιた作品を制作
したものである。 Henryde Gr白 は 1391年に 目色liotは 1392年の日附を附じた作品が見られ共に

14悦紀に新聞レた作家であるの Henry de Senlisは1454年の ‘Tabletier，叉は本紙をさ.に制作し.

philip Danielは 1484年 Parisにで所限した人である，Michelangelo t ~~牙彫を行ったといわれ

Ce11ini， Donatello， Agostino， Carracciや伊閣の芸術界に名をのこした人んでさえ， 象~:J~f宇家

として対: n されている。 殺中 17 11そ紀に1削7 るネ干名な作家は Cópe であ り彼はその~池の，Flemish

にか;件.したが放に‘Fleamingo..と呼ばれたn 其の作品は佼.却1.大菰に浮彫的技法として幼児像を主

制として愛好した作Floamingoは16ilt紀末からJ7i1t紀初頭まで Romeに性み多数の作品を発表し

たが1610年残した何絞の作品に見られる特性はこの時代の他の作家と同儀に函i家 Rub回 S の形式を

多分に伝承しているn 即ち主tJ:趣向と してl:tl'lít的主題を:取抜った石TJi:X調子のïf~い Realism 的でゐ

るの 特にj瓜とftとは Realism 的に表現された酒神像i:J'特に共の技法の優秀 さを物語っているといわ

れる内 更に Jonecoll民tionにめる大高の遺作によって Fleamingoの技法の特i1:がよく理解され

るn 即ち共の排図は大否の胴部には女神像 と42人今~Il羊や11 とが互に踊 1) Silenns と二三人の子供が

荷硝実を運んでいるti~長を描写したものであ り， 図~IのやJれも像は生気に耐ち?とijilìい綿捕で彫られ班

厳な印裂を与えている。又，Francis von Bossuitは前者・に劣らぬ偉大な作家といわれる。Alessandro

Algardiは 17刊:紀の作家をれ品えする人であ 1)，彼の "St，Leoが Attilaに附接するために歩tsl/ と

いった主閣は其の卒干名な作品として市〈批価されている。 民-近柁円をあびた作家として Francion 

Flaroand (1594-1臼4) は永久に~き ている最上の作家と絶讃されたのでめ 1)，元来彼は Brussel
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に生れ， Romeに趣いて夜間をlIi:ね象牙l仰とて小形の似を彫ることに傑出した技法を現わし W釦 d-

erjahe時代にその而筒を発録したのであるの その遺例は Louvreにある群像と小供と女性との浮彫

像に共の真価が伺える。 彼の表現の特性は共の形の輪廓が明内であ9:民の!彫像には丸味をと もち~.き さf.

きとした感覚を十分に大胆に発悔しているの

而して象牙彫は141止紀に秀でた作品を現tl¥し順次15-16'111:紀に及んで衰退の兆を示したのが{笠かに

171吐紀に:再度復活している。 この原閃は~t， イム両国に1/~~f る木!修作家の前動によって与えられた何動

に議づいていると考えられる。即ち当時は大規棋な木製の:w:'捜叉は“Retabl白" が叙牙彫技法に代

って流行し従来象牙彫技法によった肖像.浮!彫は凡て木製になったことに起因している。更にこれに

関連して独固にては彫像に好泊した“Speckstein"(凍石)又は“Soapstone"とよばれた工作の容易

な暗色を呈した Lithographicstoneを素材として彫像を試みている。かの AlbertDul1er， Lucas 

Cranachもこの Speckste泊 を使間して緩めて美しい作品を制作したのであるの かくて一時荻返し

た象分:彫は171世紀に於て再度復活し初め多くの作家が民衆の要求によって制作を初めるに至った。即

ち木彫と同様な大規模な形式を象牙l彫の技法によって制作した今かく て共の作品の優秀さは東洋諸国

の彫刻と比較されるに至ったのでめる。(何本の象牙!影線附け)而してこの篤異的な倉IJf乍の凡ゆる主

砲ーは女性像であ 9Minaiature Runchbackや衣裳のポグンにもさえ使fIJされるに至ったのでゐるの

就中LeoPronnerは多数の首を主題として傑作を発表している。

後世に至って象牙彫技法は資金色に渚彩されたものが要求され真の象牙!彫の美しさを失うに主るもの
(8) 

であるがその主題はあくまで人像がその構図の主要の部分を形成していることは古代.中世代の伝統

をそのまま継承したものと考えられるの

百

(9) 

要するに西洋に於りる象牙彫技法は金属!彫刻，エマ イユ等の技法と共に装飾技法のーとして， Y4・に

去を督教と関係して発展したものであ b現在の逃例の大学は之れに~，している。 共の技法は他の装飾技

法と異って素材とじて象牙を使mし共の製作にも問難性を{'Ilったが故に何れも貴iJi:なものとして珍賞
されていた。共の構図.表現は雌じて中世t紀のitt形意静に立脚したJWiil'jr中世;~~jのー儀式」である

偶意的にして然かも写実性に宮んだ様式を踏襲じていたことも見げがせない事実でめる。 16-17111:紀

以降に於ては中世期に確立された象牙彫の技法や表現を議擦としてはいるが中世期作品に比して写実

的表現傾向が強〈発見されていたことは当時の絵商，彫刻に1iNtる表現傾向と軌をーにしていたと考

えられる。

髭 (1) 象牙-を繁材として表現寸る授法

(2)世界美術全集第12巻，西洋中世 P76 

(3) 似の各部の比例を破ったf同窓的な表現隊式

(4) 吉川逸治藩中世の美術 P59

(5) By担 ntine時代の工芸の中で最も珍lfi:され作風.は変化にとんでいたが表現に務きを欠き.英の主主5な製

作地は Alexandria，Jer帥 lem，Rome，であるわその最tli聞は AD.IO-111世紀とするの
(6) 世界美術全集景品;12私 1住洋中1世: P77 

(7) 同上 P80 

(8) J. ward : Historic Ornamenl P 149-.150 

(9) Email cloi回nneとRepousse法とが併mされたの
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